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宮域沖地震では死者22入のうち
17名がブロック塀や石塀の倒壊
によるもの。この事実に詮目f
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の
使
用
は
ご
遠
磁
を
。

中央公民館
我孫子新回34

fi82-0515 

(叩羽下車徒歩8分
パスの使有り

A.
周
盈
(
雌
)

公
民
館
講
座

i

v対
象
*
市
内
ト
仕
住
*
年
間
縦
続
し

て
目
党
議
で
き
る
お
(
お
千
株
連
札
は
一
)

遠
世
閣
を
)
*
再
受
講
は
で
き
ま
せ
ん
3

wv
申
込
方
法

~H製
往
復
ハ
カ
キ
に
住

所
、
氏
名
(
フ
リ
カ
ナ
)
、
年
齢
、
心
ト
也
話

許
号
、
講
座
名
、
受
議
場
所
、
曜
日
を

記
入
す
る
こ
と
u

ひ
と
り
1
講
座
で
す
。

2
講
座
以
上
申
し
込
ん
だ
万
は
失
格
1

締
め
切
り
は
3
月
7
目
、
(
消
印
有
効
)
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
を
行
い
、

3
月
山
日
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

wv
申
し
込
み
中
央
公
民
館

場
受講料
定 内

F諮A B R 期
座講名

所 員 容 間

公中ヲと
4 25 

主ィ主由 17量事前笠 4
UII 。 年月。 グ〉 カ'1)(I 27うる

民自立
。名 十歩}J ら 月ら
円 i午E 言"

年
カh
>， 

火
災
ン

l
ズ
ン
向
真
合
同
で
、
消
防
ポ
ン
プ
市
干
の
俄
開
講
背
、
一

最
中
て
す
。
火
の
一
広
に
放
水
訓
練
カ
行
わ
れ
ま
す
り
一

川

村

し

、

万

全

の

告

を

重

開

講

習

一

引
払
い
ま
し
ょ
う

o

v

a
時

3
月
4
日
、
午
前
9
時

か

ら

一

に

今

月

の

日

日

ま

で

、

叩

時

ま

で

(

雨

天

決

行

)

一

円
春
の
金
一
回
火
災
子
防
運

V
場

所

消

防

署

一

附
動
い
か
実
施
さ
れ
て
い
ま
玄
話
人
員
各
分
間
3
名

一

切
す
。

V
内

容

ポ

ン

プ

取

扱

い

要

領

一

日

消

防

署

で

は

、

そ

し

⑧

放

水

訓

練

一

宇
て
消
防
悶
て
は
、
こ
れ
V
日
時

3
月
4
日
午
前
山
時
か
り
正
一

酌

を

織

に

、

さ

ま

ざ

ま

な

午

ま

で

(

雨

天

中

止

)

一

財
点
検
、
訓
様
走
行
い
ま

wv
場
所
青
山
地
先
日
本
ι
低
気
協
陀
池

A
a
す
o

w

v

内
容
荘
消
防
分
団
小
尾
に
待
機
、

3
月
4
日
(
日
)
に
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
で
出
動
、
放
水
訓
械

は
、
消
防
団
、
消
防
音

wv
問
い
合
わ
せ
消
防
署

3
月
4
目、

火
災
予
防
運
動

商
工
業
者
の
強
い
昧
方
仁
、
托
貨
や
怒
仰
の
免
達
同
た
め
に
行

二
重
S

1

1

ノ
つ
材
営
改
品
目
止
E

且
十
主
に
つ
い
て
は
そ

技
指
L
J
市
調
子
i
会
は
、
市
内
の
の
重
要
性
か
ら
、
国
や
県
、
市
か
ら
は
汀

商
工
業
全
体
内
経
常
改
普
発
達
を
伐
の
補
助
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
J
H
H
体

凶
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
商
工
的
に
は
会
融
や
信
間
保
証
、
悦
務
、
結

薬
品
的
自
主
的
な
回
体
で
県
知
連
労
務
社
会
保
険
(
労
働
保
険
事

事
的
認
可
ル
j

」
受
け
た
公
益
法
人
で
務
組
合
に
よ
る
事
務
代
'
れ
)
、
経
常
合

す
。
し
た
が
っ
て
商
工
会
は
会
員
理
化
俄
産
円
未
然
初
比
等
そ
れ
ぞ
れ
の

の
み
な
ら
す
、
地
区
内
向
全
て
の
相
談
、
指
導
を
行
い
ま
す
E

間
々
の
企

商
工
業
内
発
達
を
は
か
る
と
い
う
業
の
た
め
の
事
業
も
実
地
し
て
い
ま
す
L

使
命
キ
持
っ
て
い
ま
す
り
荷
工
会
皮
在
、
商
工
会
に
は
資
陪
認
定
主
λ

的
行
う
行
事
は
式
的
通
り
で
す
ι

け
た
経
営
指
導
貝
3
名
、
補
助
日
2
名

*
商
工
業
に
関
し
て
の
相
談
や
指
記
校
専
任
指
導
員
1
名
か
相
談
指
導

4
7

に
日
た
っ
て
い
ま
す
。

本
商
工
業
に
関
す
る
情
報
や
資
料
し
か
し
現
凸
町
商
工
会
加
入
車
は

の

収

集

、

提

供

日

%

と

低

郊

で

す

。

ぜ

ひ

、

市

商

仁

会

主
刷
工
業
に
関
す
る
調
査
研
究
に
加
入
し
さ
ま
さ
ま
な
制
度
、
特
典

*
商
工
業
に
関
す
る
講
臼
会
や
識
を
ご
利
用
く
だ
さ
る
よ
う
お
闘
い
い
た

読

会

的

開

催

し

ま

す

b

*
展
一
不
会
、
共
進
会
な
ど
の
開
催
、

wv
問
い
合
わ
せ
商
工
会
一
時
1
向
日

ま

た

は

開

恨

の

あ

っ

院

の

幻

)

官

(

配

)
$
3
1
3
1

*
商
工
業
に
関
す
る
地
設
の
設
置

推
持
、
そ
の
他
が
あ
り
ま
す
u

ま
た
、
小
撹
模
事
業
者
を
村
象

描
韓
同
胤
下
痢
W
バ
イ
ク
護
審
輪
開
審
mw官
M

I
l
l
i
l
i
-
-
I
l
-
-

争
新
規
登
録

小
型
特
殊
自
動
車
川
里

の

登

録

の

ご

案

内

日

売

証

明

書

ま

た

は

さ

a証
明
書

日
旧
ナ
ン
ハ
ー
の
席
中
証
明
苫
(
間

登
録
に
は
次
の
も
の
を
持
事
L

人
間
売
買
の
パ

f
ク
の
み
)

て
く
だ
さ
い
不
備
な
待
合
は
受
争
各
儀
変
更
一
市
内
肘
住
高
間
で
の
完

け
付
け
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
民
)

す
の
で
、
ご
注
意
〈
だ
き
い
っ
川
両
者
の
印
箆

山
良
直
正
町
詐

川
持
川
議
交
付
剖
明
ιfH

A

曹
転
入
し
た
場
合

日日リ
E

ク

(

f

イ

山

ナ

ン

バ

ー

7

レ

ト

小
山
川
行
品
交
付
品
川
h

在
日
(
削
ハ
庄
内
地
先

日

)

U
F

争
廃
車
す
る
場
合
ナ
ン
ハ
!
?
レ
!

ト
、
佐
品
交
付
説
明
書
を
必
す
川
込
山
し

て
く
だ
さ
い

V
問
い
合
わ
せ
諜
悦
点
山
氏
悦
係

494 

h 行 事 名 期日 時間 会場

掲人体操汗びっLより相、ぃ 午前10時
発 自額縁体操 骨こりにサヨナラ

3/311J 
!I 11時

議 {;j- 自分で着るのです 午f五o時30分
謡 偽 大声でスカソと " 2時

表 剣道模範演技 た〈まL<へンシン 午前9時
コーラス プリムラコーラスです

3/41(1) 
1110時30分

部 民 主章 主宰1'1是も葦ねます 午j金O時30分
'1' 日本舞踊 人生の叫罰'をf事件 " 1 時30分

長寿大学空ラブ尭聾 。プロ胡員Ij"ぞろい
3/51月)

午則10時
r， 講演会 持木完投さん盈場 午{圭1時
社交ダンス 参加することに輩韮 河ア預面T" 6時

央
油 絵 栓喜富lまあ〈まで自自iこ

重喜 道 白い誌に心の睦を

手 芸 a不器用'けっこう

展 七 宝 焼 岳民の菜、万薩

耳都定 木 E畠 生きる喜びを費生る
4パ4 

輩 道 長Lい花をより蓋しく 3 午F雪
日 本 爾 護持さと翻玄な培地 / 前

農覧会

短 歌 自らの進歩に葺きます 3 9 

鉾 句 翻苧軒々、心内沼記 t日
時
民

和 戴 母のぬ〈もりを蛙う 3 
茶 道 茶せん，舞うが総〈 / 午

造 花 造花が昔り始舟ます 5 f麦
館

英 領 生きた英語を?スタ 倒 4 
子供体操 運動オンチどんと来い 時

家庭教青学級 小芋1年生iままかせて
錫人大学 大学の研究尭表てす

三議児親子学紐 大切な袴矧iま3条
市民窮度 努土の良さを軒呈見

」
盆 議 金のかけない盆4主です 3/3・3/4

喜一一喜一三一三三一三喜一三三重=三三三三一室芸喜一三一一一三一一一一一一一一一一言一一一=歪芸芸三重量三重言言言言言三重量芸圭孟芸
Z

三=一=一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一=主主主主主主三重量喜一主主主一一主主一一一一一一一一一一一一一一一Ez--一一=z霊一Et--一一一一一一一一一Ez--一一一一一一一一一Ez--一三一三喜一一一一三重主義委主主主重重量三重量三重暴言芸圭量三

*
塀
は
建
物
か
ら

m
m以
上
離
す

昨
年
も
多
く
発
生
し
だ
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
石
塀
の
倒
壊
に
よ
る
事
故
。
貴
い
人
命
ガ
あ
ち
こ
ち
で
失
わ
れ
*
道
路
に
百
出
す
る
ブ
ロ
ソ
ク
塀
の
浮
き

て
い
る
の
で
す
。
見
ガ
け
は
頑
丈
そ
う
で
も
、
工
法
な
ど
を
間
違
え
る
と
以
外
と
も
ろ
い
プ
ロ
り
つ
塀
や
は
比
四
以
上
に

石
塀
巴
代
え
、
生
逼
に
し
て
は
い
か
ガ
で
し
ょ
う
か
。
山
ガ
安
ま
る
ほ
か
、
長
扇
ガ
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
*
ブ
ロ
ソ
ク
塀
ゃ
に
日
塀
に
扶
裂
の
フ
エ

ン
ス
な
ど
を
取
り
付
け
る
と
き
は
慎
重

圏

閣

間

閉

許

諾

百

九

日

長

時

付

け

に

は

そ

れ

私
た
ち
の
家
を
囲
む
フ
口
ソ
ク
塀
や
注
意
例
は
止
の
通
り
で
す
。
*
間
知
ブ
ロ
ゾ
夕
、
石
山
間
み
、
コ
ン
ク

石
田
押
。
友
金
を
守
る
は
ず
の
こ
れ
ら
塀
*
塀
円
高
さ
は
ブ
ロ
ソ
ク
塀
な
ら
2
m
リ
l
ト
な
ど
の
土
留
め
擁
壁
向
上
に
塀

も
、
時
に
よ
っ
て
は
人
的
命
を
も
奪
い
以
下
、
石
塀
な
ら
日

m
以
ド
に
を
つ
く
る
こ
と
は
危
険
で
す
。
や
む
を

か

ね

ま

せ

ん

。

騨

え

ず

つ

く

る

場

合

に

は

十

分

に

恨

入

れ

昭
和
田
年
6

糊

を

し

た

恭

礎

を

別

に

つ

く

ら

な

け

れ

ば

月

ロ

日

に

発

生

時

な

り

ま

せ

ん

。

れ

江

川

県

川

同

園

周

明

間

閣

白

書

幻

名

町

一

づ

ち

、

最

近

、

道

路

や

隣

地

と

の

境

界

に

生

口

名

が

こ

の

ブ

垣

を

他

え

る

こ

と

が

見

直

さ

れ

て

き

て

ロ

ソ

ク

山

崎

、

石

い

ま

す

。

山

時

的

倒

岐

に

よ

ブ

ロ

ソ

ク

の

よ

う

に

制

削

れ

る

心

配

が

る

も

の

で

し

た

。

な

く

、

安

余

i
i水
害
が
多
い
所
で
は

実

に

別

%

近

く

溺

水

を

吸

う

の

で

使

弱

i
:敷
地
内
嵐

に

も

な

り

ま

す

。

通

し

が

よ

く

な

り

、

家

に

良

い

i
iな

さ

句

に

地

渓

ど

い

い

占

が

た

く

ぎ

ん

u



号

ー
歳
6
b
H
円
出
品
帥
附
成
総
ル
肢
が
弘
次
の
臼

刷
出
守
一
付
い
ま
す
。

V
蜘
内
診
す
る
も
の
母

T
縫
療
品
ナ
州
叫
し
C

問
問
持
病
(
記
入
も
れ
的
な
い
よ
う
口
、

婿
1
蔵
6
か
丹
波
帥
臨
機
齢
張
隠
稜

事選

め
燃
料
品
付
(
3
3
6
か
月
間
吋
9
1
は

か
月
用
)
岳
山
刊
出
出
し
、
際
線
機
関
で
受

け
ま
し
ょ
吋
7
d

U あ4
 
8
 

っけい(
 

ごやか
窓ゃん

しw
v
B
C
G
予
紡
撞
緩
を
叫
就
け
て
拙
い
吋

訟
い
乳
幼
児
*
発
為
し
て
い
る
子
ま

た
ゑ
ヂ
し
い
議
議
官
慌
の
チ
*
心
綾

織
後
糸
・
特
肝
機
に
疾
懇
の
あ
る
子

命
令
没
径
の
呼
吸
m
府
系
校
患
の
あ
る
チ

キ
ま
ん
同
地
役
的
成
機
内
怖
い
い
か
か
づ
て
い

る
子
ネ
び
怒
っ
け
を
お
こ
し
て
1
年

以
内
内
子

マ
時
間
午
後
1
時
泊
分
か
ら
2
肉
付
加

分

2
附
け
1
日
号
T
同
同
点
引
佐
世
団
検
診
申
し

込
み
ゃ
長
け
付
け
ま
し
た
が
、
ま
だ
余

泌
が
あ
り
ま
す
の
で
3
丹
ち
日
川
月
〉
ま

て
に
串
し
込
ん
で
く
だ
が
お
い
む

〈
申
し
込
み
万
波
は
2
月
1
日
号
に
州
抑

制
料
し
と
あ
り
ま
す
)

昨
年
は
大
変
申
し
込
み
が
多
〈
、

sa

H
け
に
申
L
込
み
を
し
て
も
い
w
n
n
N削
除
に

縫
蕊
に
つ
い
て
の
然
叫
献
金
刊
行
い
ま
す
切
実
首
相
し
た
人
が
、
た
く
各
ん
い
る
ニ
と

乳

幼

児

は

除

ち

ょ

ナ

。

と

窓

い

ま

す

c

v限
時
3
H
汀
岱
幻
(
金
)
午
後
2
峰
山
川
そ
ニ
で
今
年
は
、
1
度
に
申
し
泳
み

分

か

ら

2

時

部

分

が

殺

到

す

る

こ

と

を

き

け

る

た

め

ぷ

後

マ
担
当
盛
岡
出
本
来
綴
光
保
地
月
を
前
期
(
4
6
6
月
川
、
後
間
制

そ
め
他
い
つ
ぜ
も
出
始
納
慨
は
湖
、
品
開
科
一
帯
(
9
・

M
-
U潟
、
と
2
凶
に
分
け
て

窓
会
、
常
談
ir
に
主
る
報
誌
を
行
っ
て
京
総
m
u
い
係
機
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
悶
ニ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昨
布
十
9
同
月
以
枕
叫
に
受
け
ら
れ
た
人
は

後
期
分
で
申
し
込
ん
で
下
各
い
e

ま
た
、
母
し
込
み
…
殺
に
よ
勺
て
な
沙

し
お
待
た
せ
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
の
叫
し
ご
了
本
下
さ
い
。

wv
対
象
四
歳
N
U
ょ
の
女
幾

V-
申
し
込
み
仲
間
後
ハ
ガ
キ
に
役
所
、

氏
お
、
部
齢
、
説
話
番
号
を
明
記
し
、

湖
北
山
門
ー
の
犯
の
同
殺
孫
子
漁
師
陣
織
い
で

ン
タ

i
ま
で
申
し
込
ん
で
…
p
h
J
d
いの

wv
締
め
切
り
今
附
則
的
申
し
込
み
は
秘

的
制
〈
4
・
5
、
G
H
丹
}
的
受
け
付
け
て

ずん

3
月
幻
自
(
抽
出
向
印
有
効
)

*
注
意
①
1
枚
め
ハ

f
名
、

r
l人
的

申
し
込
み
と
也
り
傘
令
、
。

⑦
撒
M
m
絡
は
年
1
問
削
俊
診
し
ま
し
ょ
う
。

傷
跡
協
桝
制
凡
対
的
申
し
込
み
は
8
廷
に
行
い

ます。
④
現
夜
、
夜
松
の
あ
る
人
は
時
め
に
部
一

倒
的
診
然
を
受
け
て
下
さ
い
ロ
ま
た
、

治
療
中
や
倹
米
中
の
人
は
‘
ご
迷
熔
下

気
円
し
れ

総
犯
の
揖
疹
〈
は
し
か
}
約
千
問
問
機

種
を
次
め
鮫
待
機
関
で
総
務
仁
一
日
い
ま

す
b

絞
殺
設
は
隊
報
機
関
に
中
込
書
が

閣
総
し
で
あ
り
ま
す
の
で
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
U

wv
仕
組
出
す
る
幼
潟
、
A

絞
6
か
H
円
か
ら

3
続
的
総
栄
悦
い
ま
で
の
幼
児
u

な
お
、
該
当
外
的
幼
史
は
協
定
い
外
て

す
の
で
有
料
と
む
り
A

乏
7
0

智
マ
枇
作
品
甘
す
る
も
の
印
鑑
と
母

T
縫出版

品
川
党
的
一
一
一
部
市
士
一
種
)
川
出
合
子
時
間
機

検
ふ
ゑ
の
即
位
帯
絵
附
同
?
附
別
h
h

叫
引
い
ま

す
一
」
該
お
翁
は
後
謀
総
闘
に
申
込
泌
が

関
川
な
し
で
あ
り
ま
す
め
C
直
接
申
し
込

ん
で
く
ど
き
い
“

マ
時
限
当
す
る
総
閥
均
約
1
則
該
当
設
住
弘

之
仲
間
か
ん
4
4
域
的
誕
生
日
ま
で
の
幼
児

て
口
一
掛
川
一
一
一
時
)
滋
合
予
防
線
機
を
i

酬
明
3
8
受
け
て
い
な
い
鋭
校
。

第
2
出
掛
滋
成
対
胤
仰
は
的
知
Z
問
問
終
了
後

1
年
以
上
級
冷
し
た
幼
児
で
6
4鼠
円
近

法
討
ま
で
め
幼
均

を
お
、
該
当
外
的
幼
児
H
M
M
閥
復
外
て

す
の
で
や
明
科
ξ
な
り
ま
寸
ぃ

マ
持
品
世
ず
る
も
の
印
印
銭
と
母
子
縫
液

メ

聖

母

ハ
i
パ
l
f大
学
綴
学
約
間
関
係
数

5
9
5
名
へ
の
興
味
深
い
ア
ン
ケ
2
2

1
総
幾
が
議
刷
鴨
川
総
に
総
司
て
い
ま
し

た
の
で
、
そ
の
ゑ
な
も
の
を
又
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
~

m
w
タ
バ
コ
を
喫
い
ま
す
か
蜘

八
イ
0
0
市
川
イ
イ
エ
的
%

や
燃
わ
な
い
ど
答
え
た
方
向
一
づ
ち
R

以
前
は
腐
っ
て
い
ま
し
た
か
“

ハ
イ
ω
四
%
イ
イ
品
川
%

心
静
眠
時
明
、
ず
ン
、
腕
仰
筑
間
嶋
な
ど
的

議
ふ
〈
な
ぬ
仰
い
礼
的
線
料
制
と
な
る
タ
バ
コ

に
.
は
ご
勾
』
G

り
距
離
を
援
こ
う
と
寸

品
安
勢
が
ヲ
か
が
え
ま
す
Q

ち
な
み

に
、
米
間
糾
?
タ
パ
刀
合
後
川
町
す
る
一

般
的
人
は
竹
村
%
.
問
問
仁
く
H
4
的
成

人
は
約
日
“
お
で
す

m
U
M
間
以
薬
を
滋
，
o
出
回
以
上
限
明
し
ま

す
か
K

ハ
イ
2
%
イ
イ
メ
洲
%

口
市
川
出
2
5
5

例
制
0
4
7
1
M
W
1
2
5
5

総
保
健
所
で
は
決
め
山
畑
山
総
合
れ
，

身
体
問
料
品
悩
村
七
ン
タ
!
で
は
、

ム
日
程
内
総
宇
中
後
州
地
ふ
た
の
人
を
け
始
以
に

油
コ
叫
仁
ょ
ん
引
い
j

h

た
り
の
料
油
開
町
出
ぷ
ふ
一

心
総
病
安
心
仰
臥
さ
れ
ゐ
お

f
き
J
A
を

り

つ

て
L

季
て
…
燃
料
お

む
つ
総
を
M
川
教
に
議
演
と
向
山
誌
を
行
い

wv
悶
時
3
日
付
G
H
?
火
)
日
H
U
(
永
}
午

wv
員

時

3
け
8
石
川
本
〉
午
後
1
時
か
V
摺
談
員
削
叫
す
録
法
1
、
門
松
山
町
法

ら
4
時

i
(
予
約
制
ど
寸
め
昔
、
能
史
的
む
は

@
綴
蹴
附
{
叫
叫
)
品
川
地
点
一
再
い
対
会
z
由
民
険
ボ
情
的
問
仁
哨
山
内
叶
し
て
ト
さ
い
~

枚

持

続

問
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智

・

鴻

職

務

先

身

体

応

出
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セ
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タ
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申
し
込
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支
持
会
均
〈
柏
山
泌
総
説
)
;
百
一
部

J
o
l
-
-

へ
お
い
で
く
幻
添
い
。

す件~\T治、後) 1之 h車 部 迂手足む!
かだ携えん伝 達手必欝践八九総 ピ 綴ン時
j哲!火、 iri 日告書 主主主 ん機 夕 食本 I史
的明治す 2 あるャ 川知主 il'J ミ 寺紋ヨ主
にのはる 祁りま二恋~;ii'$選滋 i 滋之さ交な ン 党げ灼
ハ f宇lJ延長室 iヱノ、以 絞葱筆家委譲主 義選号表べ食，、制ノ、べ 2主主J
イのllJニイ上せ災遼繁緩野凝議入手て物イをイてす日
検にをし 7 のん j容と滋絞滋婆安将家彩、、を 14fil; 78い 。は

~-可二芸努〈:/J ヲゲ勺%手 長
イ土めとイを 長選滋際i 孟塁手会んど/イら、イか
1 Iナ I 、はイ欽 渓緩め主総1変愛手タスイまイ ζ 11争
立て しあょに Z予 防 線数以議設fふとよエナ!U'く
lG ..、{三どりつ:1 主 主主Z ン〈討6 会、
ο手ま L主 -'号Ij ‘沿う グ

おで 動 L f，t~ かさきは いQi)
役立ぃしいすdきた u き !i11 20さぬ ま起
にをみ体て 'Eはだ ち ;1~ 分すは す H
H H とい活~! ん 1:以ヵ、 ft1 かテ
つ4'均、しるのrJ:iくハとハし i二て tii ~、 c
のうで的中持久2 イ休イ ζ めずのイ
i実 2う、食事i! で J年 it Wl 4~) い効 王 41
療カ， ，"，免，与ので%そ%ま糸 、'80
l嬰之一訴さ主 J}5な と す 1>') iJf 
長さまJ!l:でもノドくイつイカふな グ〉

おすにす仰で 、イてごイ ι iM 総イ
も ~iψ 人ず連エいょに 幼 時iヱ
三宅、 TdJ，¥}- が 記長主 17ま を よワ
内仁し 泌 f亡と.-; 《よ

持
一
孫
子
市
院
側
会

官
r

出
~
ラ
号

i
l

495 



1(4) Hl3--1. 

戸御崎

匂醐，vr お
v
…
帥
概
惜
前

*
市
お
〈
五
輪
災
J
り
)
必
修
施
機
へ
無
料
船

(
西
村
静
い
行
)
*
こ
ち
ら
四
川
端
深
山
闘
い
珂

一
品
川
川
次
郎
}
一
本
欄
霊
祭
上
子
(
平
岩

市
長
私
設
mw欝
議

会

φ
設

欝

者

伐
材
知
子
ふ
憎
い
い
持
品
協
小
市
と
枠
内
べ
、
品
開
作

で
締
約
し
た
、
あ
る
い
は
ぶ
れ
し
つ
つ

あ
る
、
多
様
な
知
機
酬
と
後
“
統
合
持
っ
て

い
る
方
が
誇
常
に
多
い
左
前
払
い
ま
す
令

市
が
設
け
よ
う
と
し
て
い
る
町
村
救
改

革
誤
認
会
も
務
総
で
す
が
、
も
つ
左
大

所
、
世
間
訴
か
ら
布
設
に
つ
い
て
意
先
を

出
し
て
も
h

句、
7
た
め
に
、
有
穏
な
人
甘

か
ら
成
る
市
長
北
一
誌
の
審
議
会
を
設
け

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
む

刊
夜
明
男
性
(
若
絞
〉

ー
布
答
え

E

段
滋
な
引
い
内
組
内
見
あ

9
が

と
っ
ゴ
が
い
ま
す
稔
あ
な
た
機
的
お
ウ

し
ゃ
る
と
お
り
、
市
内
に
は
聞
紙
淡
な
知

織
と
紙
撤
長
持
悼
吋
φ

門
的
-
中
々
が
多
数
お
ん
出

家
い

ιな
っ
て
い
て
‘
税
、
む
N
W
幾
じ
ん
め

じ
よ
窓
尚
孝
終
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
と
の
お
々
の
知
織
令
肴
絡
む
治
抑
制

す
べ
〈
‘
各
待
事
務
会
委
滅
的
遂
げ
広
に

あ
た
っ
て
は
綴
心
的
注
設
を
払
っ
て
い

ロ
リ
後
一
*
女
ら
し
い
と
い
う
こ
と
(
平
?
(
板
倉
霊
友
)
*
ア
カ
ネ
ち
ゃ
ん
と

岩
弓
後
)
*
好
き
な
背
広
(
九
世
甘
オ
二
お
容
さ
ん
円
パ
パ
(
松
谷
み
よ
子
)
*

*
青
春
忘
れ
も
の
(
泌
流
一
止
太
線
)
小
与
な
図
的
つ
づ
き
の
務
(
住
総
冬
L
C

*
人
な
つ
か
し
き
(
漁
戸
市
内
時
笑
〉
*
る
〉
権
大
地
内
子
工
イ
ラ
上
中
下
〈
ジ

米
矧
る
の
臼
(
田
市
山
抗
議
務

}

1

ン
ァ
ウ
ル
}
*
M
引
き
の
あ
き
ご

wv
兇
縫
総
本
な
ぜ
は
く
だ
け
を
い
ヒ
は
ん
〈
W
柏
村
利
州
問
〉
*
胤
献
し
い
ま
な
材
が

め
る
の
?
{
ト
i
マ
ス
6

ベ
イ
リ
?
J
叫
し
(
命
以
締
約
)

*
が
わ
州
側
門
時
楠
山
同
*
筏
i
ゑ
附
明

V
そ
よ
か
ぜ
胸
骨
惜
(
的
制
)
Q
A
V
A
V
Q
u

b
f
h

後
1
内
総
本

校
卒
…
本
こ
ん
な

と
事
ど
つ
す
る
の

?
{
説
本
間
同
飢
)

本
地
球
っ
て
ほ
ん

と
に
ま
あ
る
い
の

一

本

謂

昌

信

罷

2

1
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年
時
間

1
0
0
時
一
段
上
P

サ
ヅ
カ

i
F

今
問
闘
は

3
1品y
m
陣
が
議
後
w

て
い
ゐ
e

務
ル
悼
み
、

w
純
然
み
、
北
島
崎
印
み
邸
療
は
が
l
ヂ
ン
ツ
ッ
ト
ボ
j
ル

V
筋線蹴

削
開
小
品
ソ
ソ
カ
1
ス
ポ
ー
ツ
合
年
間
同
は
1
日
お
き
に
繰
畿
日
と
な
っ
て
い
る
扮
ニ
サ
ゥ
ヵ

i
」
で
九
点
図
ム
人
会
〈
明
司
立
と

-
4
0
予
言
と
め
る
.
日
人
の
お
話
1
0
0
日
以
上
が
砂
サ
ァ
カ

i
日
々
も
山
出
場
す
る
ほ
ど
じ
な
っ
た
砂

父

さ

ん

お

臨

時

さ

ん

迷

だ

。

だ

。

コ

ー

チ

め

異

色

1
年
生
ん
か
ら
6
車
生
ま
で
、
労
千
円
子
ど
も
が
か
わ
い
ん
で
し
ょ
、
フ
b
a
趨
は
、
取
手
市
消

co
チ
i
ム
、
女
子
2
チ
!
ム
の
討
8

T
ラ
ウ
ン
ド
で
子
ど
も
た
ち
が
待
っ
て
妨
害
に
勤
務
す
る

チ
i
ム
の
篠
崎
山
や
試
合
の
た
め
に
‘
い
る
と
思
う
と
、
休
ん
で
な
ん
で
い
ら
山
崎
き
ん
と
坂
入

一
年
中
土
四
時
8
、
E
確
B
を
返
上
し
れ
な
く
を
っ
ち
ゃ
い
ま
す
」
と
総
県
抗
議
事
ん
。
ひ
ょ
ん
な

の
山
中
時
子
さ
ん
。
昭
和
出
年
4
口
付
円
い
こ
と
か
ら
、
サ
ン

ス
タ
ー
ト
し
た
と
き
か
ら
2
、

3
拐

し

カ

l
総
数
を
終
わ

か
休
ん
で
い
な
い
と
い
う
。
れ
て
コ
ー
チ
に
む

こ
の
2
1
4
F
た
ち
抑
制
撤
慾
が
子
ど
も
ル
悼
み
拭
サ

γ
カ
la

た
ち
に
係
わ
ら
な
い
は
ず
が
な
い
n

そ
ん
な
わ
け
で
ま

叶
う
ち
の
チ
l
ム
が
山
科
一
授
で
き
る
綬
戸
必
死

は
、
子
ど
も
淡
が
や
め
な
い
と
い
う
こ
絞
林
さ
ん
は
?

と
n

他
的
チ
ー
ム
か
ら
も
う
ら
や
ま
し
?
さ
ん

2
1チ
9

が

ら

れ

て

ま

ず

い

人

的

な

か

の

U
K

技
術
優
先
、
う
ま
い
選
手
袋
党
は
し
り
。
中
間
質
的
換
さ

な
い
。
ど
の
チ
i
ム
も
で
き
る
ど
け
試
ん
2
人
(
長
女
は

合
に
出
場
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
い
卒
業
)
と
丹
サ
y

わ
ば
全
員
参
加
の
、
和
の
合
年
間
出
だ
。
カ
i
議
議
が
師
向
よ

と
は
い
え
、
実
力
も
砂
急
上
昇
~
ワ
も
楽
し
い
。
斉

阪
和
昨
年
度
は
家
路
リ
ー
グ
3
俊
、
路
一
時
き
ん
は
子
ど
も

湖北台詞小サッカー
スポーツ少年間
コーチの皆さん

ま

す

。

私

は

手

炎

治

市
で
は
h

総
合
計
十
劇
務
議
会
を
は
均
絞
彩
は
あ
な
た
が
設
ま
れ
る
す
i
ヮ
と

M

河
口
役
、
代
M
m
F市
の
あ
り
お
に
つ
い
て
火
設
か
ら
こ
こ
に
依
ん
や
ゃ
い
ま
寸
c

同
な
お
に
裏
側
判
っ
て
お
り
ま
す
め
て
議
案
姦
ね
、
秋
熊
本
し
た

以
総
務
総
合
的
数
機
は
符
え
て
お
り
ま
機
り
終
慾
は
ゆ
っ
く
り
と
ね
M

慨
を
休
め

サ
ん
忽
し
か
し
、
今
後
と
も
泌
氏
的
知
市
都
に
は
緩
い
汗
¥
純
金
波
ね

減
、
総
験
者
殺
大
淵
州
市
政
に
佼
賊
す
べ
前
向
艇
の
し
ヴ
く
を
ニ
ほ
し
つ
つ

く
鰐
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
c

名
残
り
め
置
を
お
と
し
て

市
長
渡
辺
議
ぷ
再
来
を
約
束
し
ま
す
れ

1
1
1
3巾
長
へ
の
手
紙
h

か
ら
の
ど
か
主
の
ど
か
な
窓
口
京
で
し
た
。

F
一
は
手
町
民
沼

詩

『

私

は

手

賀

沼

』

れ

は

喜

も

主

て

い

ま

す

。

訟

は

手

資

沼

警

い

ん

工

と

直

恨

ん

だ

本

訟
は
年
を
主
い
疲
れ
て
来
ま
し
た
。
等
々
と
没
り
ム
ヂ
時
阿
波
、
陛
沼
に
泳
ぐ
魚

鱗

〈

変

絞

し

て

行

く

犯

の

姿

告
議
内
か
引
が
尉
仙
の
か
ら
だ
中
に
本
的
輸
を
ひ
ろ
げ
絞
れ
る
水
鳥
液

は

が

こ

り

審

し

い

の

で

す

ね

は

こ

め

を

な

か

ら

ど

で

郷

欝

壌

や

ぎ

か

瓶

事

け

て

E
ぃ

。

す

け

室

長

し

く

総

ん

で

あ

支

給

は

が

き

立

探

照

的

総
は
得
点
椛
い
い
本
鳥
や
魚
品
慌
を
も
グ

こ
れ
以
上
潮
惜
し
ま
せ
て
あ
げ
る
渓
災
後
め
な
い
夢
な
め
で
し
ょ
う
か
殺
孫
子
市
内
史
跡
や
総
務
を
広
〈
…

棋

も

お

来

ま

廿

ん

。

制

執

は

務

カ

な

め

で

す

般

に

紹

介

す

る

冠

宮

古

を

募

集

し

ま

す

ロ

#
私
立
生
事
る
希
望
と
約
カ
を
下
さ
い
E

一
払
を
こ
れ
以
上
い
と
め
な
い
で
下
さ
い
6

審
脊
町
、
?
ぇ
、
入
選
作
品
位
『
第
Z

ど
ん
な
大
き
な
手
術
に
も
尉
え
ま
す
私
は
年
老
い
被
れ
て
来
ま
し
た
。
同
出
郷
土
美
術
展
』

(
4
R
n
E
か
ら
お

訟
に
澄
ん
だ
本
を
と
り
戻
し
て
下
さ
い
。
と
?
ぞ
訟
に
滋
ん
だ
木
を
下
さ
い
ロ
呂
、
市
民
会
館
)
に
展
示
し
、
そ
の
中

右
耳
目
制
判
子
さ
ん
(
相
尚
北
台
)
か
ら
「
絵
は
が
き
校
時
期
子
↓
丹
原
岡
聞
と
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ク
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ふ
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い
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刈
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で
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叫
が
殺
の
山
お
か
と
つ
な
く
す
っ
さ
り
リ
と
内

品部糸融
こ
れ
に
浮
い
、
都
市

活
改
造
事
務
時
掛
川
い
は
た
ち

し
ま
ち
出
回
転
車
内
w
怒
れ
日

付
笈
宏
一
糸
の
ご
協
力
で

つ

オ

iγ
ン
し
た
こ
の
駁

は

協

議

ま
1
4
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材、
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約
1
5
0
0
れ
め
絞
議

総
力
が
あ
り
ま
す
む

叫
貯
を
大
駄
に
人
れ
て
絡
ん
織
し
た
ら

的
的
、
た
が
殺
な
る
大
労
で
ち
ょ
〉

と
ぬ
か
り
気
味
。
そ
れ
で
も
続
々
、

判
的
お
は
増
え
る
一
%
で
守
安
点
山
政

決
議
認
で
は
、
泣
く
め
労
は
な
る
べ

く
や
〈
ょ
う
、
昨
が
か
け
て
い
ま
す
。

ζ
協
力
を
お
数
い

i
ま
す
供

(5)州 3笹争

石
橋
生
糸
前
は
す
っ
き
り

銀
輪

1
0
0
0台
大
移
動

軒
回
る
3
日
が
か
り
の
大
仕
事
で
す
喰
一

i
r
i
-
-
k
l
i
s
p
-
i
z
p
e
j
j
i
j
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J
i
l
t
-
i
i
i
i
f
i
f
i
t
i
t
i
'
j
a
i
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i
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1
4

ま
た
、
高
防
犯
霊
会
で
は
宅
密
集
一
・

7

.

1

H

9

し
た
。
霊
季
節
で
ま
じ
詰
燃
村
内
室
岡
川
一
同
が
あ
た
リ
ま
し
た
の
し
た
P

…

国
王
~
む
こ
，
C
桁

M

，以降

h

‘

h
p

議
事
紡
芸
人
高
い
て
‘
交
通
宏
一

J
d
i
p
k
a込
(
財
)
者
行
な
う
こ
主
に
し
主
で
す

b

g
円
前
後
は
一
揖
喜
一
芸
へ
天
間

2
5
;
t

毒
気
防
犯
務
総
会
h

意

義

之

・

4世
{

童

書

室

主

人

公

て

す

が

、

話

器

等

」

に

な

う

て

い

て

実

年

竺

御

喜

一

一

永

久

品

投

書

…

会
を
句
作
伸
行
っ
て
い
ま
す
。
…
均
一
大
鈴
木
淡
一
臨
恥
に
淡
織
す
る
織
で
相
執
が
学
ん
だ
の
も
吋
掛
川
閉
山
町
内
出
志
』
域
内

ι念
仲
慨
を
開
聞
く
に
あ
た
り
、
伸
事
へ
の
世
め
と
栴
円
上
で
の
行
き
過
ぎ
を
ぜ
H
H
」
と
の
申
A
H
せ
に
従
っ
て
附
判
的
一

話
会
内
の
ま
と
ま
り
は
い
い
子
一
議
題
議
議
後
議
議
で
で
あ
っ
令
近
締
結
え
た
書
室
長
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
あ
ち
ら
ニ
ち
防
止
し
た
も
の
で
し
ょ
う
a

が

、

主

主

拝

金

書

主

一

っ

た

で

し

ょ

一

ね
。
先
行
言
問
問
皮
肉
火
緩
め
燦
吋
も
あ
っ
た
本
ヲ
に
、
総
絞
綾
子
め
下
康
級
品
川
カ
で
は
、
私
的
時
代
に
も
や
は
ら
で
径
嘩
口
議
を
し
な
い
よ
?
心
掛
け
が
「
筈
一
と
表
間
引
を
や
わ
ら
げ
て
い
る
ラ
ぶ
ペ
リ
刊
行
五

i
年
，
続
け
ら
れ
て
一

は
院
治
会
ぐ
る
み
せ
殺
か
急
を
し
ま
し
…
総
級
殺
は
総
同
慌
が
後
ん
で
し
hr…
。
リ
木
に
登
っ
て
見
物
す
る
者
が
多
か
っ
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
ま
す
E

め
は
、
祭
礼
的

R
に
多
合
的
潟
認
定
は
き
ま
し
た
も
け
れ
と
も
戦
後
は
中
断
一

総

数

終

的

凝

然

、

約

ぺ

絡

に

い

わ

れ

た

と

い

う

叩

}

と

も

な

…

銃

撃

笠

芝

刈

泌

総

誌

が

た

ん

と

d
F
中
の
解
題
で
、
明
治
長
持
径
去
で
の
草
草
は
当
時
黙
認
し
て
い
た
の
か
も
知
わ
れ
ま
芝
4

し
て
い
ま
す

問
機
に
は
事
ま
れ
て
幾
出
は
い
的
舎
が
あ
る
を
い
ん
℃
ゆ
が
、

I
n的
役
的
時
、
コ
チ
…
者
み
る
と
布
川
{
茨
城
祭
利
引
終
前
町
)
時
代
に
な
っ
て
も
盛
ん
だ
っ
た
金
毘
羅
め
若
者
た
ち
の
総
轄
を
問
問
み
止
す
る
?
策
ま
た
、
各
付
的
諸
政
耐
用
品
H
M
刊
に
つ
い
い
取
五
位
、

f
鉄
山
間
伐
の
た
め
の
i
依
…

設
裟
拭
6
8
0
品
脱
税
今
年
で
結
成

3
4
7
に
依
っ
て
だ
い
ぶ
つ
け
，
ま
し
た
か
…
的
会
開
畿
の
雲
、
怒
気
こ
と
が
敢
然
擦
の
様
子
キ
並
べ
て
い
ま
す
脅
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。
も
し
賠
一
惑
が
生
て
は
「
水
岡
下
山
間
い
な
ど
的
液
お
い
か
で
た
が
っ
く
ら
れ
ま
し
ず
し
か
竜
治
つ

γ
め
…

M
M
年
間
闘
を
明
耐
え
た
滋
務
総
会
め
綴
チ
を
ら
。
皆
さ
ん
朝
日
?
く
か
ら
-H発
的
に
出
…
り
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汁
ら
れ
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い
ま
す
P

草
山
間
絞
め
ヒ
淡
ち
は
ほ
問
問
1
v
k
ふ
ろ
山
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代

白

金

録

、

主

き

ん

に

も

つ

か

が

っ

て

皇

宮

霊

や

通

学

路

宇

っ
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・
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勿
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れ
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に
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し
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し
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望
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時
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草
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ミ
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わ
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ち
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治
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ζ
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昨
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、
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線

三

戸

時
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率

三

人
が
勤
め
人
ば
Lr
り
で
す
の
で
、
富
治
み
こ
し
、
山
車
か
ら
テ
ン
ト
、
抗
、
イ
一
町
議
あ
り
‘
き
れ
ば
こ
の
地
、
域
の

L
l
，

‘

あ

り

ま

し

た

か

、

計

一

心

に

な

コ

て

ぬ

輪

金

活

動

は

と

し

て

き

主

主

言

語

的

自

治

会

か

り

の

併

り

章

一

大

手

な

る

べ

L

主

主

義

!

中

陣

天

競

持

社

域

内

で

1

3
室

長

2
2
…

体
に
な
り
ま
す
。
役
員
H
人
的
、
ヲ
ち
、
渓
ま
せ
た
祭
で
し
た
が
、
け
っ
m
V
7
柴

一

碑

あ

り

又

こ

こ

同

織

に

決

て

ん

持

竿

わ

れ

た

総

叫

叫

が

絞

っ

て

い

ま

す

ゐ

ま

…

努
は
私
と
総
会
長
2
人
だ
け
、
あ
と
し
ん
で
も
之
た
よ
う
で
す

9
5二
八

月

十

日

、

主

翼

あ

り

て

い

と

き

宅

長

に

は

高

神

社

が

あ

り

じ

た

鴻

言

苦

容

の

総

選

主

義

的

特

は

、

ま

詩

人

な

ど

か

ら

と

、

あ

る

2
2
5、
諸
問
…

M
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M
M
人
は
全
性
で
す
匂
街
灯
の
点
検
な
ど
い
持
~
取
を
緩
め
る
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
山
臨
へ
り
、
ま
す
稔
ニ
ヱ
℃
も
は
一
戸
時
代
か
ら
州
都
紛
公
的
も
と
で
絡
銭
円
い
制
時
開
城
す
る
よ
ヲ
機
内
務
付
で
闘
い
、
哨
り
の
貸
用
は
村
内
山
お
お
治
問
け
，
蕊
1

弘
之
釘
衛
門
る
い
り
カ
寸
一

細
か
い
と
ニ
み
に
も
後
い
い
よ
く
気
が
つ
も
絞
げ
た
い
と
出
品
い
ま
す
司
一
べ
っ
と
り
と

w
械
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
ぬ
い
六
附
洲
一
が
が
出
品
め
ら
れ
た
り
、
そ
の
南
部
品
川
被
照
家
割
引
リ
で
処
避
す
る
よ
う
‘
捌
か
い
指
十
一
二
名
と
行
司
一
お
が
入
力
車
と
出
向
…

く
人
で
、
ま
ち
な
か
が
だ
い
ぶ
也
容
れ
い
汲
絞
め
陶
磁
と
い
式
ば
水
撚
で
し
ょ
…
人
的
な
る
水
や
内
開
制
制
緩
L

校
は
、
滋
略
的
中
時
村
、
中
山
明
村
鴨
お
の
周
升
に
つ
い
て
も
取
勺
決
め
が
な
さ
治
も
山
山
ぎ
れ
て
い
ま
す
υ

て
技
孫
子
か
ら
上
減
に
向
カ
っ
た
文
…

に

な

っ

イ

に

い

ま

す

ね

ぬ

う

か

:

ハ

ス

滋

り

内

総

附

聞

は

大

問

が

隊

一

同

ω
打
、
日
秀
村
、
沖
悶
村
、
郡
部
付
、
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
家
判
明
絞
め
総
以
上
、
党
政
五
年
の
草
初
日
間
的
取
り
書
も
最
近
H

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
込
一

向
的
公
約
一
都
内
線
と
し
て
は
文
化
、
る
と
京
間
関
ね
ま
で
水
が
入
ヱ
仏
語
ま
す
吟
…
と
下
品
秘
密
仲
抑
制
繍
行
脚
し
た
小
林
…
閥
単
合
戸
川
村
む
今
村
刊
の
惣
鎮
守
で
し
た
也
所
で
の
興
業
は
な
る
べ
く
終
え
る
よ
う
決
?
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
業
中
的
一
行
で
し
ょ
-
P
か
v

一

線
然
、
交
泌
総
州
知
的
各
線
災
会
が
あ
り
こ
れ
は
加
料
金
か
泌
で
総
務
っ
て
ち
解
級
一
終
的
機
後
阿
見
物
的
匂
を
心
開
閉
し
て
い
交
時
間
五
年
二
七
九
一
一
一
)
八
月
十
五
に
も
宅
め
ら
れ
て
い
ま
し
hfwe

は
昭
和
五
年
に
同
神
社
の
神
主
で
あ
ウ
「
中
市
山
正
樹
き
ん
円
台
)

M

ま
す
。
火
化
後
災
A
M
M
で
は
パ
ス
旅
行
喝
し
て
い
た
μ
に
き
た
い
で
ナ
ね
“
一
ま
寸
。
ま
た
.
ぷ
判
同
開
同
協
お
い
を
後
詩
、
そ
内
B
仁
先
ほ
ど
の
七
力
村
が
集
神
社

覇量調

安
置
堂
も
着
工
、
長
い
恨
住
ま
い
に
鞍
止
符

昨
年
夏
、
古
戸
で
は
長
い
問
、
従
仏
像
は
薬
師
榊
知
来
像
と
掠
穫
は
き
っ
一
時
び
療
を
筑
わ
し
た
2
仲
悼
の
仏
像
は

住
ま
い
を
さ
せ
て
い
た
仏
像
2
体
を
縁
。
い
ず
れ
も
と
ノ
魚
、
制
判
的
、
江
戸
時
代
総
争
犯
的
光
が
欠
照
。
お
札
脱
線
に
な

符
穫
し
、
波
誠
一
附
を
議
て
て
宇
除
〈
め
も
の

P
A品
ら
h
q
官
同
寺
は
mw
偶
然
ら
勺
た
仏
像
に
報
い
ヰ
っ
と
、
絞
め
緋
叫

ん
柄
小
苧
づ
と
い
う
絡
が
ま
と
ま
り
、
災
ず
で
す
む
附
相
続
的
同
年
.
榔
阿
部
総
合
機
て
ん
慌
で
、
徴
的
総
僚
と
、
新
た
に
綴
帥

開
惜
し
つ
つ
品
り
ま
す
。
る
た
め
、
議
制
緩
季
一
絞
り
繍
惜
し
た
線
、
滋
秒
後
て
る

vEそ決
め
た
も
の
明
、

滋
〈
め
緩
和
日

い
。
そ
め
ま

ま
し
ま
い
込

ま
れ
ろ
最
近

ま
で
池
一
誌
の

お
を
主
存
ぷ

も
忘
れ
て
い

た
は
ど
2

A
仏
像
を

議
議
努
話
会

一間''で

2
H門

Mn~火
ー
と
に
か
〈
時
門

家
的
分
桁
を
と
v

地
…
犯
で
は
市
史
開
閉

究
セ
ン
タ
ー
、
教
育
婆
民
会
心
爽
交

を
絞
殺
a

文
化
財
務
議
吊
紅
白
民
間
附
寺
ん

が
参
加
者
歩
前
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
仏

抽
出
を
掛
か
〈
説
察
、
解
説
u

新
堂
は
こ
の
1
月
着
工
さ
れ
ま
し

た
が
、
問
題
は
費
用
b

古
戸
区
長
内

向
曲
目
敏
夫
さ
ん
は
「
義
帥
設
は
加
万

ほ
ど
‘
仏
像
的
修
授
は
日
体
で
削
数

十
万
院
に
な
り
そ
う
で
す
ル
…
針
一
一

軒
か
ら
め
浄
ω
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が
州
問
り
せ
す
ね
L

と
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格
山
山
畿
を
仏
紙
G

札
が
初
め
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今
日
制
波
紋

流
れ
た
椴
ゑ

だ
い
品
大

で
体
長
一
u
i
e

四
セ
ン
チ
“
操
協
の

人
的
話
で
は
、
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本人口 109.687人〈十2.u5'1人)
E哩54.941人女 54.746人

移t!t絡紋 32ぷ∞俊帯〈十942君主繕〉

曜器市幾会館 84-3311
畿市災臨謡館 84-1110
曜動期E是E望書量館湖北会合館 87-3055
穆つつじ荘 68~~OI23

傍観ffi敬語主事務所B5-1m
骨中央公民館 82-0515
@身体嫁答者福祉センタ-68-0141 
曜量生活環境課(;争化摘)87-2379 
〔ゴミ)87-0015(L尿)68-2547
惨怒縫センタ-87-1131 

i髄鰻籍奪三手動鵡i
喜義ア総務総襲撃上主主妓き記録会〈中 -11華こえ怠いってなに?

学さを a毒事総ふー主主og喜〉。言語童書重量祭 吉野呂草寺 3i'ヨ竹日〈臼〉午前10B寺tJ

重量;ヨ主主俗学主主菱重絞殺主主総とま童会 ら午後39寺

毛主tすし整9. 診器霊長寿 子告主主会童書大会議室言

1>級王3 31'寺災〉子晃夫o議会 争入望書科長室料
31'普段ヨくを当〉 炉室差し草壁 ゆび入浴、 E量出世ダンス、

1>重量塁塁 望書~~tきやさ挙後グラントご 体重実発表など

渉妥tす・童革命 8害事3在支王 争終盟出主主量イタソヤで行われだ

惨畿E章 一最重.~車線量喜子ø苦ßloo 埜雰ろう遺志望重大会iこ、谷本代表と

郎、 4∞朗、 5筏]()問、走者事鋭、遂罪悪 して狂言 τ六員臨書室J を渓じだ滋a
鋭、総丸役 一鍛+喜革綴女子のllll 茂氏をゲストiこ;召さ、縁塁塁幸震をき重量

T吉右開、 400柄、お軍基芸誌走態設、富遣 を汚います。

丸投中学生馬予のllll1(幻m、4守合 歩主主主賓室i患E王手話サーワJL王室

問、1E正治的、a箔主主、走護主主義、E翠丸 事邑恕議会、察重喜員室長室手o文化発行
役 3穣A.B中挙主主交子の童話 1 委員会
oom、800m、走事請E皇、i!:r客室主 !i'!l 惨後震 設孫宗務、欲望警護霊草尊重量、
角投 3機Aゅ自 社会福絃協議会

惨出陸軍資絡 「巨勾在住、夜勤、 tt
零翁〈中学生高桜生は所嵐長の i麓寵τt.¥欝襲会j
出場戦線と保護者の悶意を得疋人〉。 これから事固持される人罪著書畏

砂崩機筋限 1入2種目以内 (3 私のさ年んだ還後とおして

議競技Id:除く〉 砂包跨 3筒60(*;午後守防30
惨告書加費無料 分 (手話通訳ガっき霊長主主〉

争申しめみ 3，ヨ10臼〈土〉までに 惨損所市民会館市…jし

主再建のゆ込用紙に図表を添え我孫 ※入場無料、整理数は柱議毅線認泰

子?関4毅湾委員会体育諜へ申し込 にあります。

んでくださし」 炉実鰭我5草子Jt!!~小学後PTA

総書害容 定期健濠訟街及び牢索活 合i悶議演会実行軍主総会

動!と司王いて異常のない入。ぜッケ b後鐙 教事著書警長議会

シl詮中 高・人? 設共!こ登録 砂問い合わせ 技会事現罪著書事

番号を使F轄する。傷害蝶践につい f...u:-'....... .... . ___、 1

ては吏{寵者が加入手続射日。 Iポヘフンティ戸め会|
歩跨い合わせ ffi"主土産量技量話会議 b定書港会 3月2Eヨ(念〉字詰~10H奇

襲浅井係官88-8610・321告 から謀議エ重量灘で

書室湾委員会i俸奇書室宮85-1'15 1>樹祭島幸強会 3月140C7.K)28Eヨ

i霊山倶楽部会員募集izz;立が立話記欄
笠Wを通じてffiE完創建験フくり 109幸tJs童話主主主援で
と豪語整理をほかっていきます。現在籍 炉手癒磁波会

王手窓会費を書雲集しています。 燃かをう3華審議総務冷淡旬、ノタ

診霊童湾 入会金2溺 F棋会後5鶴 谷芸謀総まま喜藤紘湾軍事

F号 事b童書望号襲撃講義設主主義主 31'司業〉

砂緩め怒り 3待100Cニと〉 参加久量産手童書器全土語草豊島

b寧し込み・鰐L¥会;t>活 発W1 ヨ11毒事i土及、

選jz)環夫ftB2-474 惨葉義務先 教会主義程内務主義議

;市遺産議設作業所バザーJ r= 側ブ?
?読む事業所でi<lPI弓'b妻宅:td!.':資

主主活動oーっとしてパザ 毛主総きき
ますG

衣主章、 E三続殺重量、童話拐、 言察潟、

手笠原、 oシ ツ、タヌjし苓o議事
i寸ガありましだらご協力主子治綴い

しまでま。

1>日時 31"号25臼(0)午怒号oa奇か
ら午佳2時
砂場所 福祉作議所(溜~rIJ\考古〉

伊達絡先 極誌作業所官87心513

高 U iえlKl ス )
 
po 
(
 

デちて~I品、 1>8善寺 3王寺ヨく方二〉生後2喜幸

苦言宅壬j藍襲撃し芸家宅で務総f音量安心i総 診襲警罪者 務事霊堂事会在宅号室き

jも1く!lil!5る入者を薬事主義主主主主。 き砂F号室事 そひき金露毒近代化滋金奨f舌空手j

俳人総 2，話 察室iごついて〈室主綴滋緩め主主重要を祭

i謀総選室〉 望者i三子で災得。 1500万F弓訟で〉

1>"主主主f壬豪語格処守護窓o!E務総芸義務 長事選宝寺襲撃建号事理主j霊童!ごづいて〈事長重量言受
銭安手議中小企業公社tJ長筆入し、企

"'$しi忍み撃事め切り 2必0]ヨド号さまで〉

1> 申し込み・罪遭い合ねな 僚主主さ主 主雲取れ工主義援審議議選獲量菱重量滋喜重

年性住人令別所民|1 市内管部住兇者縫7‘以2(ヨ女3下F首H自)

望号事罷1怪熔僚主窓会o挙雲量
を雪空需経室主命線{じも議会Gり毒事業

紗罪遭い合ヰコゼ 療事事童話受1き産主主労

惨悶在者 31'寺守ご後1障害か 民主e警妻鐙0473-61-2守11

参'11>>受草書類 ①経歴書室長己資綴1と持母 54器等法マ(録的燃料)

する卒雲監〈見込〉般の成機長正日司選欝 伊韓議所 持母機仁科目号公浅宣告

傍受対照鶴 3悶5日〈肉〉かわ10 砂議題絡先 ヰ主義CT9<話王者事務事長所 責宣告孟蕗識は一銭労鐙者のみで怠

日〈土〉まえもぐこ仁長翠闘の午後i品除<> 総0472-'2~587 く、ヌフルバイト、パートタイマー、

傍線~矧濁 ヰ悶1Eヨ尤J51稼除草 高富喜善騒燭望書iこも適用されま写。

修室事務時閣 議室43~春、院議(草皆勤、総 炉嬢~の霊封!J;鑓愈 喜幸治 417湾、

鎖、霊童数11あります〉 除勧臼勝者 3，奇4閲(閃〉午前叩時 日重要3お6F号、〈怠お業1重llUCよって

き吾妻電金 必勝総 530fIJ@;)交荒襲撃電 か韓韓併 を辞意語大総より約 5印Jm函 も祭なります〉

索活j議事事与ドミ詰受話首 ωって)詩型軽費 炉問い合わ世子葉労i慰霊準局員

き争問い合わぜ 豊里f昔話語語号 室農務Cド 草野手寄君事務 ゴヨミ入れの袋、 金書裂官官472-54-5211
浅草主主主総ぎ活躍議予言繁華懇談合悪事務約 く主主主予 Gloi::，J'il

|現職事鵡襲豪華轍繰護j
芝翫04丹念4-5251(総務告書厳然11す 炉罪悪い霊者約tま れ峨官8ヰ-4705

泰子号♀軽量〉 砂絞業期締 3月守臼から21臼主主
で。午吉ii8B寺30分から午後5隠さ長

総選壁、校総主主どの¥¥1擦がら秘だ で(ただし、土種目の午後および

紛のくらしを守るだめには、をヨ頃 B霊室、休臼は除く〕

だそうの十分主主張事ええ11陸後でザ。rf1J5 ー歩草草箆趨E軒・問い合わせ 課税務

¥¥1J そをさヂーとし主主主主ぜさんのイ
⑮苦言⑪⑧⑧

参加級事事一級の銀、小中島銭 高簿終光子緩〈栄〉から技会掻祉施

主主てお豊富 設整華書墨金へ2在神符主主様o香典の
参加fFli毒 素多主要旨ぬもの 一部50!三円のE言勾ガありまし足。

b罪悪いをきわ管 〈震ヨ〉意思tちまち¥¥1!i斉究 品渋谷庄'fJi.存 f本跨〉から重量体語審

主資子号線¥¥1議議建議長霊童主主義議会t!J空手デザ 害者復主Iセンターへ1万1279fIJの

ィン意義鰐号3-fiき5-1545 寄付11湿りました。

yフサt:::tゴ…jしく宇1防相ヨヱ謀議でl<i、
小学総書響て?の社長室私iの勉強1こと工

襲撃燃物曜を柱裂しだいa':<:fo縁体み潮

将司cいはここ.言窓際ぽ)児学も義史迎し"'90

惨惜し泳(h コサピ1::':"'_)レ〈株〉的

公機総務襲撃・持論別世0471-32日101

*盛訪問 ダン・ソイ木繁五重奏曲1I変

17<毛議帯、ジャン・ツランセf'1l致事手
11おほか

対象総務 アル…トマ議J11初雄ーオ

マ絞殺費者‘クラリネッ E

fiHHi善之、ホルン 会主松長久、フ

ァプット 千村滋fふをゴアノ‘権

消滅iよ

験Eヨ草寺 3月18B(初午後2時
き砂入製襲事専 大人1000問、高校生以

下70Qi-'l(全長H長野害}

炉支襲撃 救済委E宅金

事砂整基いさき君主t主 m民会主立
1>入幾重量発発喜寿 滋乎索差主主主※~t

日ひらが廷をダイニ丸一我様子桜美プ

ァクススアJ三予約荒井喜絞※fi依存

笠終;j(ど…業;十…務書'15滋中央

そ宅手総量霊祭絡会〉

4号待8

窃護主主主 守母警警磁波紋
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